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な ぜ 米 問 題 か

西 頭  徳

1.今 、なぜ米問題が重要か

今、何故米i問題が重要か。この問題について話すと時間がいくらでもかかりますので、簡半にお話

します.今 米が問題になっている理由として、 5つ 考えられると思います。
一つは昨年の12月、細川

さんが夜中にテレビに出て、1米市揚を開放するJヽ うヽ放送がございましたね。村出さんが 「あの男は

いつも夜中に騒ぐ男じゃのうJと 言ったとかでマスコミを娠わしていましたが、部分市場開放で実際

に米が入ってくるのは米午からです。米が入ってきますと
Lキ速影響が出てくる。これが第 1点。

2喬 日は、米とは一体何なのだ。 ミカンもあり、牛乳もあり、パンもあるけれども、米は他の農産

物とどう連 うのかということ。米という問題がこの 2年位の間に、急に意識され出した。これは何故

かといいますと、昨年の不作、それから米騒動。そういうことが実際に起こりましたから、この現象

をどう兄るかというのが 2希 日です。

そ加クから3喬 卜|は、これは立川先オiが触れられなかったのですが、秋、紅葉の季節で、南予とかの

農村を歩いていて若い人を見かけますか ? ほ とんど見ないでしょう。歩いているのは老人ばかりで

す。恐らく私くらいの世代の方の記憶だと、昭和20年代あるいは30年代初め頃の農村の娠わいと言う

のはそれはもう大変でしたね。お祭になると、みんな出て大騒ぎしていました。今、そういう風景が

ありますか ? ほ とんど消えてしまっています。やがて高度経済成長というのが始まりまして、就職

夕」中や集1可1就職で、私の中学の友違もずいぶん東京あるいは大阪に出て行きました。それから30年か

ら35午維って、いよいよ農村にその影響というか、その 「つけJが 表れたと言うのが 3番 目の問題。

4喬 「1は環境問題が顕在化して、人間のノli活が棋底から揺らぎ始めていることです。先ほどの質問

にもありましたように、十'1題が深刻なわ りには、それを我々は身近に感じられない。だから環境問題

というのですけれども、これをどう今の農業とか、お米作 りとかの関わりで考えるかというのが大変

取要な問題です。もはや環境を無視して、これからの農業は考えられません。

それから5喬 |]は人日のド1題です。今、十世界の人||は56、7億人です。2030年頃には、100億人を突

破するんです。これから毎年 1億人ずつ増えて行くのです。
一口に 1億人と言

‐
いますと、大ざっぱに

見ると、+1本の人11が1億2500万人位ですから、十IL界に毎年日本ぐらいの田が増えて行くということ

ですね。そういう人たちをどう養うかという問題があります。

つまり、このような 5つ の|1町題が身のい1りで問接的にあるいは直接的に起きているということ、こ

れをまず頭にいれておかないと、お米の問題は語れないということでございます。

今
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米問題の多様性

そこで、資料 1を御覧 ドさい。私の考える範囲で、米問題の多様性について、いくつかの分け方を

いたしました。

ひとつはお米圧 さんの店先とかスーパーで並ぶ、あのきれいな袋に入ったす ぐ食べられる 「食糧J

としてのお米です。それから、もう ‐つは農家が作って農陽などに出荷す る 「生産物 |と してのお

米。これらは、同 じじゃないかといえば、それまでの話なんですが、一応、お米の場合には分けて考

える必要がある。そ して、それを トータルに見るのが米階j題の車iしい見方ではないか と私は思いま

す。

そこで、この 「食糧Jと してのお米あるいは 「生産/7/JJとしてのお米にはどういう問題があるかに

ついては、時間があ りませんのであとの話の中で触れます。一応こうい う分け方ができるというとこ

ろを見て置いて頂きたい。

食精としての米

(流通 ・消費サイ ド)

生産物としての米

(4二たサイド)

米の供給量― FT l  内

米の価格

米の安全性

米の仕た地1苫脅岳盤柱
域

1吊場錦分開放

米1出」題 とは

資料 1 米 問題の多様性

3.食 糧 と しての米問題  一 流通 ・消費サイ ド
ー

(1)米 の供給 ・価格問題

O 平 成米騒動の推移

まず、「食料 1と しての米.今 ||のテーマは 『今、なぜ米問題か』ということでございます。「今 |

とい うのは汁の話ではな くて、ここ 2、 3年 から少し先の問題を話すということなんで、米問題の中

でも食管制度 とか、そ ういうことは全部省きます。この間に、「食糧 |と し′ての米に何が起きたか、こ

れは一応振 り返る必要があ ります.

r`成の米騒動というのは一体何だったのだろうか。これをまずいっぺん復習したいと思います。昨

年の今ごろ米がどれ くらい採れたんだろうか。昨年の夏は朝から晩まで一日中降っていました。今年

は逆に朝から晩まで照っていましたね。lrr年は今年 と全 く逆で した。大体、米は平年作で1000万トン

ですから、75%し か採れないとい うのは、750万 トンで、250万 トンが足 りないわけですね。 日本の回

が全 くどこからもお米が入らな くて、米だけでなをきているとしンたら、 1億 人の内、7500万人が/tiきら

加て、あと2500万人が飢え死にするとい う状況が昨年生 じたわけです.

ごく術半に振 り返 りますと、まず政府が米をタイやアメリカから輸入することを決定 しました。こ

れは新聞械道ですが、昨年の幕れの12)J5「1の、確か H維 新聞ですが、白|11米市場の 「近藤」 という
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卸売会社の社長がこういうことを言っているのですね。「自由米市場には大体300万トンくらいの米が

流れてくる。ヤミ米市場にですね。どこからくるかというと、 一つは農家がヤミ米として出荷するの

が200万トン。ところがいったん政府に出した米のうち100万トンぐらいがヤミ米として流れる。だか

ら、200プラス100で300万トンがド1+|1米市場に入って来るんですが、今年はそれが非常に少ない」と。

そういうことは業者ですから敏感に感じている。市場がそれを反映しまして、たちまち価格が上がり

ました。浄通
一依 2万 」くらいでしか出荷してない自由米

・ヤミ米が 3万 5000円になり、さらに上が

り始めました。新潟産のコシヒカリが 4ノテII」から6万 円ですよ。それはもう大変な値 Lが りです。こ

ういうのを受けまして、消費者は色めき立つと言うのか、どうなるんだろうと思い始めたわけです。

ちょうどその頃、 2月 28日に参議院の共産党の女性議員が質問をしまして、輸入米の中にネズミが

入っていたということを「千ったんですね。それが報道されまして、これは大変だと、主婦の方が米集

めに廻る、挫林大litや食精庁長
′
ご子が、ll l産米ばかりを食ってばかりじゃ困る、足 りないんだから、も

うブレンドしますよという 『ブレンド発言』がありましたね。コ
ーヒーのブレンドというのはいいん

ですが、米のブレンドというのは困ると猛反発が起きました。直ちに今度は 十セット販売をするJと

いうことになりました。それが 3ブ」1111で、それからどんどん自由米が上がりました。 3月 2311頃に

は 5万 5000円程度まで拍Fi lをが りし、大体天丼感だという報道がされていました。

私も失除、家に帰れば消費者でございますので、いわゆるセットのタイ米をずっと食べておりまし

て、1可産米を食べておりませんでした。やはり、
一番囚ったのは外食産業ですね。外食産業というの

は、お米を食べさせて商売をしているわけですから、ブレンドされた米では、お客に嫌われるわけで

す.だ から セ ット販売 |に してくれなんてlfうわけですね。そね′でも業者は 「騒: だけは手 路`をし

ていたようで、消費者みたいなことはなかったようですが、混米には大変困ったらしいですね。そし

て、 3)J末 になりますと、こういう|1町題はだいが解消されました。食粒庁長
′
lfが、記者会兄で、我々

の輸入米の子
｀
路が非常に遅かった、と

｀
降分反雀を1ンていたというのが出iておりました。この鎮から、

米の11モドがりというか、そんなにむちゃくちゃにはならないだろうというのが大方の見方になりまし

たⅢ

この時期に、1屯た米750万トンの内、400/ブブトンぐらいを政府が集荷 しているわけですね。そ うしま

すと、残 りの350万トン、こ加がまだ農家に残っている.で すから、政府は 3)」2511に農家に残ってい

るお米と、政府 子持ちの米、そ L′て輸入米を合わせて、lJ今後のキ濡給言IFll』を発表 しています。1昨年採

れた米が766方トンだから、大体 175万トンから215ノブトンを輸入 し、必要総供給 社の990万 トンか ら

1010ノブトンを財jいまこ′ょうという占||1巧ですⅢ大ざっばに「〒いますと、約800万トンの米では足 りない

ので200ノブトンを輸入 して、十日民に1000ガトン供給 しようという占|IⅢlをたてているのですね.

そこで、|1町題になるのは 3)」から 6)」までどういう配給をするかです。 4ヶ 月で大体200万 トン供

給する必要があるわけですね.農 家の株tイf米は別ですよ,そ の内1チくはlJ産米を60万 トン、ブラス輸入

米を140ノブトンです。この比率は30%と 70%で す。 lヶ )」でいいますと約50万 トンの内じ給の内、15万ト

ンは1可産米だけど、あとの35万 トンは輸入米です。ここでタイ米が嫌わ才とるという状況が
′liじたわけ

です。

そのあとのことを簡喘1に中 しますⅢ IFと場米が出て、大阪の
′11協が130トンを購入 した とい う4月 の

中町1にな りますと、 |′1111米が ドが り始めました,と ||」時に、いわゆる 「食料管理法』はどうもぼっと

せんなあとい うことで、!3食4↑法』を)と||モせとか、あるいは30年前の 『農業基本法』を児ご[せとか、農

政審議会がいろんなことを「it |ヽ|しました。さらに話をポンと飛ば しますと、和1川内閣が出来て、い

わゆる市場開放に1他けて 6兆 か ら 7兆 円を農米につぎ込と,んだ と干う話を しま した。そ して今 ||
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(1994年11月711)、新食糧法という食管法に替わるものを国会に提出するというのが NHKの ニュ
ー

スにありました。これが平成の米騒動の極おおざっぱにみた流れです。これにはいろいろな立場で関

わられたと思いますから、思い出して頂きたい。

② 平 成米騒動の原因と教訓

そこで、平成の米騒動というのは
一体何が原因だったのか。これはやはり情報不足が

一番大きいだ

ろうと思います。食糧庁長官が言っている通 りです。情報が入らない。もう
一つは、消費者が情報の

入らないことに対して苛立って、買い急いだということ。全国にお米庄さんが 1万2000店くらいある

そうですが、そ加シぞれが顧客を持っていますし、他の方は別としても、いつもお米を買ってくれる人

にはなんとか安定してお米をあげたいと思いますから、こういう小売店が足 りない分をいわゆる白山

米市場に求めたのですね。そうすると当然これは値上がりになりますね。

さらにもう一つは政府の対応の悪さです。これまでずっと米が余っていました。昭和43年、米が■1

産過乗」になり、それから減反政策、転作というものが行われて今Hま できています。これは消費者の

方であまり農業をご存知でない方には、分かりにくいと思いますが、これで農家は難儀しているんで

す。いい口同を持っていても、お米は作ってはいけませんよ。野菜を作 りなさい、大豆を作 りなさ

い、麦を作 りなさい、と。それは無理な話です。何故ならば、お米を作る水田は水を提る装置なんで

す。そこに、畑作物である麦を作れ、野菜を作れといってもよく出来ますか。出来ませんよ。農家は

それをづ|き受けてかなり占労をしているのです。この話はまたあとでしますので、この辺 りでとどめ

ておきます。こういうことに慣れて、農林水産省は、あんまり備慈することもないだろう、過剰米が

出て大蔵省と嘘嘩するのも大変だということもあったと思います。

ところが不作という予冠tもしないことが突然出てきた。

それから急いで輸入したのが、この 4番 目の問題になります。輸入なんて簡単にいいますが、どっ

かそこらにあるものを持ってくるのとは違います。日本が急いでアメリカにお米を輸出してくれと頼

みに行った時にはもうアメリカは輸出先が決まっていて、日本に売るお米がない。そこで、中国にあ

るから売っていさいよと言ったら、中田は先ほど立川先生の話にもありましたように、いま発展途 11

です。お米があっても、港までそんなに簡半に運べない。港も整備されていない。要するに、輸入の

決断が遅れた上に、決断したからと言ってすぐに入るものではないということが実 JIされたわけです

ヤa。

そこで、こういうことから我々は
一体何を学んだのかということを次にまとめておきます。それは

基本的には、国民一般が分かりきっていたことが分かっていなかったということ。それは何かと言い

ますと、第 1にお米はやっぱり農産7/Jなんだなあということですね。しかも日本の場合は主食だとい

うことですね。第 2は、農産7/」であるということから、天候に支配されるということ、だから化産は

急には増えず、安定した供給が不可能だということです。

もう一つはパンもありいろんな食物があるから、安心だというけれども、やはり、生きるためには

食精の中で
一番大Ly」な物は、純粋に卜1本で作 り白給出来るのは米だと認識したということです。 14頃

「lに出して言わなくても、米に対して、皆さんがそういう位置づけをして、結局そのような行動に

走ったのが、このあいだの平成の米騒動であったろうと私は考えております。これは、私だけではな

くて、国民一般が大体そういうことを考えているのですね。

これも時間がございませんので、簡半にいいます。「食41活と農村の役キ」に関する世論調査Jと いう

ものがあります。昨年の11月、金田の3000人に両接調査をした結果が出ております。食糧の供給につ

いて将来どうなるかという質問に対して、「ある程度不安だJと かんじているのは53.9%、「非常に心
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配だJと いうのが17%で すから、合わせると7剖 の人が不安に感じているのですね。「全然不安じゃな

い!と いうのが 4人 に 1人にならない。その理由として、やっぱり 「異常気象か災害の発生Jを 6幸J

から7告けの方があげています。これに対して、「外国の安い農産物を輸入したほうが良い」というのは

非常に少ない。これが先ほどの私の結論の理由でもあるわけなんです。おそらく、大なり小なりみん

なこう考えていると思います。この頃の r供は、パンが好きだと言われますが、私の子供に、「そんな

にパンが F々きなら朝から晩までパンを食べたらどうだJと 言ったら、「飽きるJと いうんです。ときど

き食べるから美味しいんだという。全くお米無しで
ノ|二活しているr供 さんもいることはいるのでしょ

うけれども、まあ、これが大体平均的にはそうではないかと私は見ているわけです。そういうことが

この調介に現れているのかなあと思います。

敗戦直後の昭和20年はお米の不作の年で、極端に言うと半分くらいしか採れなかった。それで、米

騒動 ・食粧メーデーというのが起きたのです。それは
一つには海外から300万人くらいの人が引き揚

げてきたということもありますが、やはり米の不作が大きな原因でした。それから大体10年間、お米

が不作で食鳩不足だったんですが、昭和29、30年にお米と世界的な麦の豊作がありまして、そこで食

糧需給関係がいっぺんにひっくり返る。そして昭和30年代になって、「もはや戦後ではないJと いうあ

の有名な経済白語が出てくるわけですね。これからの日本農業は競争力をつけるんだということで

1農業基本法』カミ出て来た。

ですからある意味では、昭和30年頃からずうっと今日まで、日本人はあんまり食糧のことを心配し

ないできたというのも事実です。それがこのあいだ食粒不足を実体験した。 しかも、輸入米というも

のがどういうものかということも体験した。タイ米は食えないがカリフォルエア米は結構食えるじゃ

ないかという評価が出た。

同1時に、お米とか食糧というものをどう考えたらいいかということが
一般消費者の中に芽生えてき

たのではないか、ということ。以 1とが平成の米騒動の原因、教Jllでございます。

(2)米 をめぐる供給 ・価格問題の実態認識

では、これからどうするか。先ほども展望がないと言う質問がありましたが、まさに、我々展望の

ない時代に立っております。そこでやはり、農米悩」題に対しては政府でもそうなんですが、長期的に

考えてもらわなくてはならないということが
一つあります。もう一つは、今日、明Hを どうするんだ

という魚I期的な問題を考えて行かなくてはいけない。

短期的な机フ点としては 1年から5年位をひとつの期1首]とした場合、はっきりしていることが
一つあ

ります。米 IJ揚の部分開放で来年から、38万 トンの米が入ります。これは公開講座ですから、少し理

力||っぼい話もあってもいいと思います。中学校の教科書にこういう供給曲線と需要曲線がよく書かれ

ています。ヨコlllllが生産壁と消費栽、タテに価格をとります。ちなみに、農産物の価格が上がります

と、農家は儲かるかも知ね,ないということで、お米をどんどん作るわけです。生産が増加すれば食糧

の供給は増えます。これを示したものが供給曲線です。逆に消費者というのは、値段が Lがるとザ宝う

人がだんだん減 ります。反対に1紅段が 下がると買う人が増えます。現実にはこんな単純には話は出来

ないんですが、ものごとのPl加iとして、両者の交渉の結果として売買が行われる。その結果がこの交

点なのですね。この値段で商取引をする。だから、供給量もこれだけ、需要畳もこれだけということ

でllll格が決定 して、売加夕残 りも出ないし、足 りないこともない。つまり生産と消費を左右しているの

が価格です。

ところが、こういうことは理屈としては分かるのですが、物によって達うのです。どう違うかとい

うと、お米の場合はlFi段が ドがったからと占って、急にたくさん食べられるわけではありません。白
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動車だったら、 1台 、 2台 、 3台 、 4台 と蚊 うことが出来ます。ダイヤモン ドだったらもっともっと

欲 しくなるでしょう。ですから、お米の性格というのは、1車段とはあまり関係なく、需要曲線は鋭 く

立っているのです。では供給曲線はどうかというと、高 く売れるか らといってお米を1000万 トン、

2000万トンと作れますか。農地面積が限られていますから、生産にも限 りがあ ります。この供給 1曲線

も立っているのです。 1つ の曲線が立っていますとどういうことが起きるかといいますと、仮に供給

|IⅢ線が不作で左狽1に移動すると、値段が急に跳ね たがるのです。これが農産物、特に必需湿1といわれ

るものの市場での性格なのです。だから、自動車とお米とを一緒に考えてもらったんでは、話がおか

しくなるわけです。

私がいま ‐番 :fいたいのは、米向体あるいは農産物
一般にこうい う性格があるところへ もってき

て、来年から1000万トンの米市揚に38万 トン、あるいは 6年 後に80万 トンが入る。そんなもの 8%に

過ぎないとおっしゃるかも知れませんが、こういうふ うに耐1線が動 くところへ 8%の 供給が増えます

と、どうな りますか。こんどは供給曲線が右側に行 くわけですから、急速に11〔が ドがる。こうい うの

を価格弾力性が低いというのです。 ピンピン跳ねかえるのですね。

過去に 11本ではこのような経験が何L llかありました。 ‐つは大 |に7年 の米騒動。これは富山県の
一

寒村で米を求めて米店に殴 り込みをして、それがやがて令lthlに広がった騒動です。この時は何が原因

かと|〒うと、シベ リヤに |1本と軍が出兵するという 「うわさ|で 、米の村1場がどんどん 11がっていたと

ころへ、政府がシベ リヤ||1兵を決定 した。 府 はいまのような米の管理制度があ りませんから、みすみ

す値が liがるものをお米圧さんがうとるわけがない。少しでも後にしたほ うが高 く売れるわけです。そ

こへⅢi:常)|」に大青1に米が買われるとなると、ますます値段が 1をがる。それが奏動のきっかけになった

のです。ち ょうどこの1折;要曲線がイiに動いたわけですね。

それからIFイ和の 7、 8年 町て、いわゆる農村恐慌的中1態が続きました。これの原因の一つは東北の冷

常です.米 がない.束 北の冷tlfでお米の供給壮が減るわけですから、相場が lをがるわけです。ところ

が相場が 下がったのです( 洋通ならいつも100侠||十荷 していた農家が不作で
｀
降分の50俵 ぐらい しか出

荷できな くても、仮に米のlri段が 2万 円から 5万 I Ijにliがれば、経営とに′て
一定の収入を確保できま

す。ところがこの時には逆に 2万 「
tlから 1万 卜

lJに
下がったのです。何故か。それは大 111の米騒動に懲

りた 11本政府がこれからはお米がなければ戦イIを戦えないということで、Jち時梅民地であった朝鮮 と

か台湾で、 li地改良を進め、占|1府改史のために農米試験場を大々的に作 り、農米/li産が 11がるように

したわけです1と ころが挫米では、そ う簡単に効果が現れない。大|ltの10年代位から始まった増産政

策が、約 10イliか15午後に生産に結びついた,そ れが外米として |1本の市場に入ってきたのです。供給

1的線がちモに来るはずだったのが、イ「に行 ってしまったのです〔その結果、米価がガタッと ドがった,

一番影響を受けたのが、お米のとれなかった束北だったのです!今 でも教科 ,1,に械っていますね。「娘

を売る場合は役場に相淡 して いさいJと い うある役場の案内文の
フ
ゲ真が。まあ、そ ういうことで、わ

がlqの米|十丁場の中に、わずかかも知れないが、外田から米が入るというのは非常に難 しい||」題です。

先般1判題になったのは、
「
子|テ場の部分開放 |を するのか、つまり、 一定監の米を入れるのか、あるい

は/FX部の米に関税を掛けて輸入監を約束しない 「関税化 |か 、ということです。今でも 「関税化Jの

ほ うが良かったのではないかと言う人もいます。それは分か りません。ただ、ここで中し liげたいの

は、今後Ⅲモ常的に米が入ってくる。そ うな りますと、米の値段が 卜がるというのか、米が過剰にな り

ますから、必然的には作を し′なければならない,そ うしますと、愛媛夢rキでは平均経常1面積が約60a、

li=でい うと 6反 か 7反 で、今でも無lllして転作 しているのに、さらに転作をや りますと、農家が持ち

ません。濃家が共倒才?になるHr能性がある。
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それからもう一つ、これも先ほど 1ヽ川先生の話にも出ましたが、いわゆるドi界の米市場には、日本

のお米のアli産性よりわずか多い1500万トン位 しか出てこないのです。 しかも現在、ソ連と中田がその

米の約 4分 の 1を 買っている。これから人にJが増えたら、中国がもっと買いにはいるかも知れない。

ロシアもああいう状態ですからもっと買うかも知れない。さらに言いますと、この市場に出て くる米

の
｀
作分はアメリカとタイIJが供給 しているのです。メ1うほうも数少なければ、売るほ うも数少ない。

そ ういう状況があ ります。それだから、lINl際的な米市場には不安定要因が非常に多いのです。これを

まず頭に入れておいて 下さい.

それからもう一つ、流通サイ ドの話です。ご存知のように、 も う自由米は相肖量が出廻 っていま

す。ということは、政府が管理 したいと思っても、実態としては管理されていないのと同 じなんです

ね。それから、私もあまり詳 しくは知らないんですが、流通マ
ージンが高いということがある。米価

の60%位 が流通マージンです,'1う 方から)古えばお米が高いと感 じるのも、農家から占えばそ うじゃ

ない。彼 らは 4+1位 しか受け取 っていない。ですから、お米の高い原因の 6常Jは 「流通 |に あるんだ

とい うことが一つ。それから、いわゆる食待制度。今l llの米騒動になかなか うまく対応できなかった

わけですね.以 |をか平成の米監動とい うのか、現在の米を巡る問題点の総括でございます。

(3)米 の安全性の問題

さらに、安令性の十1弓題があ ります。こね,は立川先化の領域の問題、いわゆる 「残留農業Jの 話です

ね。この問
′
j=和島市で農家と消費イの交流会 とい うのがありました。中 Iヽだから愛大の 「西頭J出 て

こいといわれて、真ん中に座って、そi十1]役をやったのです。消費考からまず出てきたのは、「あんた方

は由分の食べる物には農来をかけないけね,ども、売る物には農薬をかけるんですか。」とい う質問な

んです。技初から険 しいや りとりにな りました。そ うしたら農家が、「そんなこと言ったって、俺たち

が作る野菜には絶対虫がつ くJと い うのですね。「みんなはそれを買わん じゃないか。綺麗な彙っぱの

ものを買うじゃないか。だから売るとすれば、そ ういうものしか作れないし、お店の方からそ ういう

ものを出して くね,と|千って くる。Jと 。だから問題は消費者の方にあるんだとい う話にな りました。こ

うい う1問題に対 して、現在やは り、「縁故米Jが 多 くなっています し、同時に 「特〃」栽林米Jと いう制

度が盛んに活用されるようになっています。こういう新しい動きがどんどん出ているということでこ

こを結びたいんです。先ほど展望がないと言いましたが、お米は 「壁」ではな くて 「質J、「安全性J、

「災味 しさ|が 、これからの農業にとっては
一つの大きな競争力になるとい うことをここで強調して

おきたいと思います。

4.「 生産物」 と しての米問題

資料 2を 御覧 下さい,こ れまでは商,Tlとしての米の話でしたが、これからは
「々 産物Jと しての米

は 一体 どう/上:産されているかということを話します。農業経済学をやっている者の立場から占います

と、やは りお米のオ|を産の問題は黒い太線で開んだ部分に尽きるのではないかと思います。「1二産物Jと

してのお米には 3つ の側1占iがある。 1番 F]は 『今の農村』でとい う問題。アメリカの農村ではあ りま

せんよ。 2希 田はいかに 『美味 しい米』を 『低 コス ト』で作るかという問題。もう
一つ重要なのはい

かに 『はかな生活』を実現 し、維持するかという問題。このような米は新潟へ行って作るんなら作れ

るかも知れない。 し か し愛媛県で作 らなければいかんのです。ですから、この 3つ の問題は 1番 日を

農村|11題、 2喬 11を経常問題、そ して 3番 日を経済問題 とい うか、生活の問題の 3つ に分けられる。

そしてこの 3つ の問題が同時に解決されないと 「生産物 |と してのお米の問題は解決 しないと私は思

うんです。
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i産 物 としての

米問題 とは→

(広義農業経常問題)

いかに 「おいしい米Jを 「低 コス トJ

「豊かなli活Jを 実現 ・維持するか

でつくリ ー

農村ド増題

経営問題

経済問題

経営問題 →  米 生産者問題

助隅―侶範盤縫l法軽醒盤を堅茸頌子を十げるか

労働力1問題―13暑暑暑岳督骨誉景暑皆をを言を:書i魯[暑替]ど[:骨骨;景手`
)

資料 2 住 産物としての米問題

そこで、とくにこの経営問題をさらに大きく分けると、土地の問題と労働力の問題の二つがあ りま

す。 11地の問題を簡単に言いますと、お米のi産 性を Lげ るために広い同場でな くてはならない。水

も十分に得 られな くてはならない。と同時にその農地が米を作 りたい人に集まるかどうかが問題 とな

る。それから、労働力問題では、今、農村は兼業化 していますから、米を作る人をいかに探 し出して

行 くか、誰に任せるかという問題があ ります。 しか し、一部の人に任せても米は作れません。大体30

ブf位集落に20か30haの農地があるとします。そこには沼池や河川があ り、水引きの問題があ ります。

溜池の維持管理は少数の農家でできますか。やっぱ り村の衆にお1性話にならな くてはいけない。これ

を私は和1織化問題 と言っています。そして、そ ういう問題も合めて、後継者をどう確保するかという

問題 もあ ります。

そこで、愛嬢県で
一番先を走っているとい う意味で、学和町の事例について話 しましょう。宇和l町

はシーボル トの娘である 「おイネJさ んの出身地でもあ ります。宇和1町はお米が とれたか ら |おイ

ネJと 名付けたかどうか知 りませんが、あそこは代表的な米の産地です。道後平野も広い所なんです

が、もう松山市が都市化 してしまって、そ ういう条件があ りません。宇和町で、私は、 2つ の集落、

Aと い う集落とBと い う集落を見せて頂きました。そこではどういうタイプの経常が行われているか

を示 したのが資料 3で す。

そこで、Aタ イプの農家はどういう経営かというと、要するに、卜」同はみんな、
一生懸命やって く

れる人に預けるタイプです。これを 「個別先結型Jと いいます。もう一つのタイプは村の人が機械を

共同で持ち、あるオペ レーターに機械を使ってもらってお米を作る方法。これを 「集団型Jと 言いま

す。愛媛県にはこういう2つ のタイプを両極にして、いろんなものがあ ります。

ところが、「個ガU完結型Jに は先ほどの経営問題でいいますと、自分でお米をつ くる人に任せられる

のはいいけれ ども、やは り水利の問題があった りして、新潟のように3011a、40haの農地が集まらない

とい う問題がある。集落には兼業で米を作 りたいという人もいますから、仮に量が集まったとしても

農地が飛んでしまう。そ うすると生産性が落ちる。これからは米の値段が ドが ります。今でもやっと

の/li活が、flrl段が下がれば、「個ガU完結型Jで はなかなか良 くならない。そ うすると、米プラス 「イチ

ゴJか 「養鶏Jと い う複合化の問題が生 じてくる。これはこれからの愛媛県農業の
一つの大きな問題

だと思います。

「集団型Jは 一兄大変いい。農家がみんな地iで す。経営者です。そして、共同の機械を持って、

オペ レーターに仕事を任せる。このBタ イプのオペ レーターは、私よりちょっとをい50代前半の人で
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生産 要素 土  地 資本 (機械) 労 働 経営の展開条件

生

産

要

素

所

有

者

Ａ

タ

イ

プ

8 0財規模

7 0 %担 う

地 主
―

L

利用権設定

(地|セ～3峡)

|―
一―一―一一→水管理等

止-4財 までの経営

〉 複合化条件

(いちご、表磨

ヨ宝翌顔)

)十 兼実

(経済的安定 )

地 代収 入 コス ト高 季節的労働力余剰

生

産

要

素

所

有

者

Ｂ

タ

イ

プ

25財規わ

100%担う

匡
‥

一 水管理等

作業依頼

オペレータ

農家経済の

安定化条件

安定兼実

複合化

規模拡大

組 合 員内

高純収益 極低コスト 低コスト・短期就美

関連問題 ①と② ④ ③と⑤ ①と④

解決の

ポイント

土地所有力

の存在

貸借流動化

組織をどう

つくるか

コス ト圧をさら

に低下するには

どうするか

今後担い手 ・

オペレータを

どう確保する

か

集落の水 ・

農道のハー

ド整備とソ

フト管理を

どうするか

資料 3 米 生産問題の経営的意義と経営の展開条件

す。しか し彼は、「今、わ しは甘からの行きがか り |を、やつているけれども、これから先どうしたらよ

いか 1と い うんです。つまり、オペ レーターを確保することが Bタ イプの存続のカギです。何故な

ら、稲作労働は本先と刈 り取 りの10 HI占l位に集中してお り、これを 1時 間ちた り賃金に向すと5000円

か600011]位です。収入にはならないので、オペ レーターは自立して′L活できない。は じめの話に関わ

らせますと、『性かな■1活』が実現できないんです。だから、オペ レ
ーターの後継者をどう確保するか

が今後の大きな課題です。

5.今 後の米問題

残 り時間があ りませんので、資料 4で 今までの話を
一応結論づけるというか、私の独断と偏兄かも

知れませんが、こんなふ うに考えたらどうかというのを示 しました。この図の見方ですが、まず大線

で問ったところが、いわゆる「け場財としての 「食精Jの 枠だと考えて 下さい。それから 2重 線でレHん

だところが、十生産/2JJとしてのお米の枠です。さらに説明しますと、この 2重 線で囲った下の所に、

農家保イf米と言うのがあ ります。これはちなみに平年作の92年度のモデルです。農家は当初約400万

トンを保有 している。 どれ くらい出荷するかとい うと、約550万 トン。そこで、この550万 トンがどの

ように流れて行 くかとま;いますと、約400万 トンは白主流通米として農協に出荷されます。同時に150

万 トンは政府米として買い取られます。ところが、先ほども言いましたように、400万 トンと150万 ト

ンを合わせた550万 トンから100万 トンが左側の自由米の方へ流れているのです。同時に、農家が持っ

ている400万 トンの内の200万 トンが自由米の方に流れます。未検査米ですね。つまり、この200万 トン

と100万 トンを合わせた300万 トンが白山米市場に流れ込むわけです。ですから、白モ流通米、政府の
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管理米は全部で550万トンですが、100万トンが出由米として流出しますから、実質的に450万トンと

なります。

食 料 消 費 構 造

1  米 ・市場財 竹 5 0万 t  t t  c側
帖 帥   |

L) ↓ 消費減退 (米ばなれ?)   |
(若子の政策提言)

|『限定的累進的所得補償政
1 策 』 『都市遊学制度』

ミニマムアクセス |
95年から38万t義務 |
7年後関税化eO震靴)|

転作強化
↓

~農 家保有米 十  農 家出荷米
lL)92生産モデル      (  ヽ400t)       (  ヽ550t)

米・生産物  (約 1000万 t)

不車

農 葉  生

腕弱化

産 構 造

地域資源の管理の糧放化 (耕作放棄、水不足など)

(消費者問題)

資料 4 今 後の米1母題

そこに、 ミニマムアクセスとしての輸入米がこの大線の市場財の枠の中に入ってきます。これは来

年が38万トンで、毎年増えて行きまして、 6年 後には80万トンになります。しかし、この枠のキャパ

シティは一定です。なぜかというと、日本人が食べるお米の量が約1000万トンと決まっているからで

す。したがって、この枠に輸入米が入ってきますと先ほどの需要曲線と供給曲線の作用から値段が L

がったリドがったりするわけです。加えて、この市場財に大きな影響を及ぼすのが 2重枠の左端の縁

故米といいうやつです。タイ米は食えない、ネズミが入っていた。ピラフでは美味しいけれども毎日

は食えない、ということになれば、お父ちゃん送ってくれや、忠 r、娘可愛いやで、みんな宅急便で

送るわけですね。私もあちこちから米を送ってきますけ加,ども、相当導:の縁故米があるんではないか

と想像しています。これがあると米たさんから米を買わなくていいということになります。

太線の枠内の影響として、白 |を流通米市場では価格低 下傾向が必然的に現れる。市場規模は縮小せ

ざるを得ない。ところが、白山米市場では消費者が美味しい米や安全な米を求めます。そ うします

と、安全な物を出せば高く売れます。ところが、いい加減な物は安くなる。ですから、ここに消費者

の選択の影響が極端に現れますから、結局、価格が乱高下する。ということは、今度は左のほうへい

きますよ。これからは、農村にとってもお米の絶対登は増えてきます。何故かというと、輸入米が入

りますから、今の水準の革:を作っていても、お米の絶対社は増えます。つまり価格の低 Fは必こで

す。これはイヤだといっても仕方がない。市場のメカニズムです。市場から要求されるのは、高品質

化です。

現在農村の中には、若 r説明が遅れましたが、 2つ の構造的枠組みがあります。左 ドのものが農業

の′ti産に関わる構造、な Lの方が食糧の消費構造を表 しています。そして、両者を結んだ所に社会経

済構造と言うのがあります。これからの米問題を考える場合には 「米の市場J、それから 「生産物とし
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ての米 |、そ して 「食粧の消費構造J、もう
一つは 「4i産構造」、この 4つ だけでは足 りないと思 う。あ

と何が足 りないかと1芋うと、私は日本の1吋の経済構造を考慮にいれな くてはいかんだろ うと思いま

す。それをイ「ドに逆 L′r'lJで示 しています。さらに、
一
番右側に 2つ の要因を挙げておきました。

一

つは人 li問題です。2000年には62億人、2050年では100億人ということです。そ うすると、先ほどの米

市場に対 して米の国際市場に影響が現れてきます。ロシア、中国だけの問題では終わらない。これは

世界人 11会議があった りして、非常に重大なFl題です。さらに人 IIが増えますとエネルギ
ーの消費が

増え、地球環境問題が|||てまい ります。今も出ています。ブラジルでもサ ミットがあ りました。こう

いう|11題が出てまい りますと、やたらにガソリンを燃やすことは禁 じられるようになるでしょう。そ

うしますと、その影響は |]本の経済構造に現れます。どんな影響が友れるかといいますと、
一
番大き

なのは経済成長率の低 下です。t まヽでも、日本は停滞気味ですが、これにさらに 「わっぱJが カウ りヽ

ます。高締化で労働人 1]も減 ります。ない者がいないということにな りますと、さらにさらに
′L産性

も落ちます。年寄 りが増えると、保険財政が追迫 し、貯蓄が減 ります。日本が高度経済成長をしたの

は貯革率が高かったからです。働いて核 ぐお金の内の20%位 を貯金 していたのですね。これが減 りま

すと、投資に廻す分がな くなるから経済成長率が落ちます。

ところが、これ,からは食糧の安全保障が大きな問題にな ります。今や日本はルワンダまで行き、湾

岸戦争に90tまドルも出している時代ですよ。要するにその理由は、日本だけが安穂 としていいのか、

お前の所だけが成長していいのか、みんなの為に出て来い、金を|liせ、ということです。ですから、

H本 だけが食粧を高い竹ri段で買えるかどうかという問題があ ります。

高齢化問題は、中山問地域で厳 しい。企田で過疎地の代表とい うと南予が入 ります。そこでは後継

者不足という問題があって、先ほど「|ったように、いろんな形の経常問題が農業生産構造を圧迫 して

います。つまり、地域経済が停滞 し、農村が疲弊 します。先ほど立川先■1が話されたように、畑は硝

酸焔が出て地 ド水を汚染する。ところが水田はいい装置で、塩もたまらない。こうい う所で耕作放疾

のために水|11とい う′L産業置が崩壊 しますと、いろんな影響が出てまい ります。例えば歳も典理的な

のは松|1市の水不足です。松山市の 11水は道後平野の水|口の地 ド水瀬養機能でその
｀
降分を賄われてい

るわけですから、11llalに水の無 くなるこれからは水不足が
一層厳 しくなると思います。

こうい う|1町題を私の立場からいいますと、十農村
・農‐米問題は都市問題であるJと い うことです。こ

れは何も東京には関係ないと思われるでしょう。 しか し、東京の 上流には利根川がある。大阪には淀

川があ り、肢 |:流には琵琶湖があ ります。立川先生が、先ほど日本の河川は急流だ とおっしゃった

が、例えば、琵芭湖周辺に野洲1川という短い急流河川があ ります。 |を流で夜中の12時に雨が降 って

も、その水は午前 7時 にはもう琵琶湖に流れ込んでいるわけです。ですから、大阪にとって琵琶湖と

いうのは非常に重要な湖なのです。琵琶湖が急流河川の水を受け止めて、それを じっくりと近畿圏の

京都市、大阪市、神,・f市に供給 して くれるから、大阪という都市は成 り立っているのです。つまり、

この問題は、 |1本の経済問題に関わるということです。農業はお米を作 り食糧を作ると同時に、国民

経済の基盤である田 11にも深 く関わっている。これは忘れてはならないことです。

あと 1分頂いて、将来展望について話します。このような枠組みで米問題を考えると、これからの

農村にはい くつかの明るい材料がある。まず、その
一つは食糧問題です。今日農村に現れている状況

とい うのは、2111L紀に向けての過渡的問題であろうと思います。中長期的に農村を見る必要がある。

そ うい う意味で、私は、農村 ・農業問題は消費者の問題であ り、国民の問題であるといっているので

す。ですから、今 11ここに農業関係者だけではなくて、消費者が多数集まっていな くてはいかんので

す。私達もそ ういう所に行って話を しないといけないのです。
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それからもう一つ。歳後の結論にな りますが、マルチメディアの問題は避けて通れないと思いま

す。ではマルチメディアとは何か。「マルチメディアとかけて何 と解 く。J「UFOと 解 く。誰もが日に

するが、見た者がいない。Jマ ルチメディアはそ ういう意味で、コンピューターな リテ レビな りの先に

ぼんや りと見える程度のものです。ここで一番重要なことは一方的に情報が流れるのではなくて、双

方向の通信 とい うか、テレビを見た人が向こうに情報を発信できるシステムです。時間がないので詳

しくは説明できませんが、私の見方では、我々の消Fr′L活、都市生活、農村′li活におけるものの考え

方を全部変えてしまう。 しかも、20年、30年先ではなくて、わずか10年位で変わると思 うのです。71i

ブF末期の人々が、明治維新を経験 しても、明治20年頃に全 く新 しい電信 ・電話、鉄道が普及すると想

像できたでしょうか。我々も今、第 2次 明治維新の時期にあって、UF① のたとえにあるようにそ うい

う世界をなかなか想像 しに くいわけです。マルチメディアが社会に没透 しますと、農産物の消費形態

も変わると同時に、農村に住みながら都市的な生活が/.‐うできると思います。そ うい う意味で、今後

の新 しい社会の動きを農村の↑i産、仕活、地域の活性化に最大限に活かす、これは最大の援1,こだろう

と思います。ただし、具体的にお示 しする事はなかなか難 しい。歳後に話が米問題から少 し離れまし

たが、これで話を終わらせて頂きます。
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